
 
 

     「自分の進む道を 

知っている者に 

        世界は道を譲ってくれる」 

        デイビット・S・ジョーダン 

 時津町立鳴北中学校 

 令和５年度学校だよりＮｏ３ 

 令和５年５月８日 

 文責 校長 吉尾直樹   

ゴールデンウィークの後半は激しい雨となりました

が、多くの生徒が郡中総体に向けた練習試合や大会等

に出場し、仲間とともにその力を高めました。みなさ

んは、どんな連休を過ごされましたか。 

いよいよ今週末に迫った体育大会に向けて、子ども

たちは日々の練習に力が入っています。今週は幸い天

気が回復しましたので、水曜日には予行練習を行い、

本番に向けた気持ちをさらに高めます。現在、土曜日に雨のマークがあり、心配な状況はありますが、4

年ぶりに全学年の保護者にじっくりと見ていただくチャンスです。予定通り、日曜日にできることを信じ

たいと思います。 

 

体育大会実行委員長の3年 橋口凌空くんに、体育大会に向けた意気込みを聞きました。 

〇体育大会のテーマは？ 

  「一走入魂～いけ！私たちの最高の舞台を～」をテーマに、私たちの全力の姿を見てほしいです 

〇どんな体育大会にしたいですか？ 

  赤（1組）、青（2組）、黄（3組）・緑（4組）の縦割りで競うことも大事だけど、競い合う中での

声のかけ方や言葉の使い方や行動などを意識して友情を深め、心を通じ合わせる体育大会にします。 

〇体育大会の見どころは？ 

  入場から始まり、閉会式の終わりまでが全部見所ですが、学級対抗や縦割り、学級全員などの各種リ  

  レーや生徒会団体種目の綱引きやロープジャンプ、学級学年パフォーマンスは特に見せ場です。 

〇全校生徒や3年生に特に頑張ってほしいことは何ですか？ 

  縦割りを意識して、応援に力を入れてみんなで盛り上げましょう。でも、相手が嫌になる発言はダメ 

  です。また、体育大会が昼までなので、時間を意識して進める必要があります。メリハリのある行動 

に心がけましょう。 

3年生のみなさん、中学校最後の体育大会です。自分たちが1，2年生の見本となる行動を、集合や競  

技など、体育大会のすべてで見せ、みんなで盛り上がりましょう。 

  

体育大会では、実行委員を中心に準備を進めてきました。橋口くんをはじめ実行委員みなさんの思いが

全校生徒に伝わり、きっと体育大会を成功に導くと思います。 

また、子どもたちは保護者の皆様に見ていただけることを楽しみにしています。「体育大会の際の来校

について（お願い）」の文書を配付しましたように、駐車場所と安全面から、保護者の皆様の車での来校

はお断りしています（車での来校は来賓のみ）。そのため、徒歩（鳴北坂入口からの階段から）となりご

負担をおかけしますが、ぜひ、子どもたちの姿に応援いただきますようにお願いいたします。 

 

       １４日 体育大会（振休１５日、予備日１６日） ２３日 郡中総体選手推戴式  

       ２７～２８日 郡中総体球技・武道大会（２２日・２９日振休、３０日予備日） 

       ※６月１３日 郡中総体陸上大会 １７・１８日 郡中総体水泳 １２日～教育相談 

        ２０、２１日 期末テスト ２４日 道徳科授業公開・学級懇談 

※時津っ子の心を見つめる教育週間（6/2４～３０） 

 

新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが、これまでの「2類相当」から「5類」に移行したこと

についての文科省からの通知を受け、今後の感染症対策について、本日付で文書を配付しています。今回

は、特に平常時と感染流行時を意識した対策となっています。感染者の国内での確認から約3年4か月が

過ぎ、コロナ前とコロナ後はどのように違うのかも手探りの状態が続きますが、子どもたちの学びを止め

ないから学びを充実させる方向へ進むために、学校、ご家庭それぞれで必要な対策を行いながら、感染防

止に努めたいと思います。 

一走入魂 ～いけ！私たちの最高の舞台を～ 

   令和 5 年度体育大会（5 月 14 日）に向けて 


